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プのまちづくり推進課の葛西係長が、パートナーシップのまちづくりの知名度が低い点につい
て課題があると述べていたが、公民館システムの末端に位置し、住民にとって最も身近である
分館がその課題を解決するための鍵となるだろう。行政の職員が直接的には関わらず、より地
域に密着した活動を展開する分館が、パートナーシップをより意識した活動を展開するなど、
行政や他地域とある地域住民の架け橋となるような活動を展開することで、徐々に知名度を上
げていくことができると考える。 
しかし表１を見てみると、そういった活動は見受けられない。例えば、丸山分館の歴史学習
会は宮川地区で持ち回りの歴史学習会に備える一環で発足しているが、宮川地区の各分館と地
区館が協力して地区の歴史学習を行う場を用意するなど、分館がその地域だけに終始せず、よ
り広い範囲へとその地域の住民を巻き込んでいけるような仕組みを作ることなどが考えられる。
同様に、ある地域の住民と行政とをより直接的に繋げていくような役割が今後の分館活動には
期待されていくのではないだろうか。 
 次に印象的であった点が、茅野市では丸山分館のように分館の活動が活発であることだ。分
館は、自主運営・自主管理・自主財源で成り立っているが、丸山分館は各部の活動を含め１～
２カ月に１回は地域住民を対象にした活動を展開しており、住民同士の学習活動も行われてい
る。市民が自らの手で相互に学び合うというのはまさしく社会教育の姿の１つである。しかし、
その社会教育を担う人材を担保しているのがその人自身の自主性と熱意に加え、一種の区内の
構造によっているという点には留意しておきたい。丸山区では区を更に４つの組に分けており、
各組の事情によって選ばれた組長が１年の任期を終えると、その翌年から分館の役員に就くと
いうシステムがいつの間にか成立していたという。各組の事情によって組長が選出されている
ため、その詳細については把握しかねるが、少なくとも100%その人の自主性に委ねられている
訳ではないのである。現在は若い人が減少しており、組長を務めることが２回目の人の出てき
た時の対応をどうするかなどの課題もあって、茅野市内でも活発な分館活動を行っている丸山
地区の活発さを、いかにして維持していくかについては改めて考えなければならないものと思
われる。更に、茅野市内でも活発な分館活動をしている丸山地区ですら人手不足の問題を抱え
ているため、他の区でも全く同じようにして分館活動を活発化させるのは困難と思われる。こ
の点についても、今後は考えていく必要があるのではないだろうか。 
 最後に、実際に茅野市を訪れて特徴的な公民館システムと活発な分館活動を見てみて、先述
したように厳しい状況下にある社会教育や公民館にとり、茅野市の公民館システムや分館活動
は１つのモデルケースになり得ると感じた。そのためにも、今抱えている課題を再確認し、パ
ートナーシップのまちづくりについて考え直してみる必要があるのではないだろうか。分館活
動がいかなる方向に、いかなる方法で向かっていくのかについては、調査実習に訪れた一学生
の身としても更に考え深めていきたい。 
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１． はじめに 
 今回で３年目となる山元町調査実習であるが、今回は「3.11後社会を生きる山元町の勤労青
年と高校生の『声』を聴くことを通して、被災地の現状を理解する」ことをテーマにしたヒア
リング調査を中心として行われた。本テーマは、震災復興を目指して様々な取り組みが行われ
ている山元町において、昨年度行った山元町内に居住する中学生へのヒアリング調査（彼らが
何を感じ、将来にどのような希望を持っているのかについて、彼らの「声」を聴くことを目的
とした調査）を受け、さらに上の世代である高校生や勤労青年について同様に彼らの「声」を
聴くことを目的として設定された。また、被災地の若者世代の「思い」をより深く理解するこ
とによって、彼らをより多角的に捉えていくことができると考え、3.11の被災当時は中学生で
あった高校生や、当時から働いていた若者たちが、その時何を感じたのか、現在の山元町につ
いてどのように感じているのか、そして、そのような人々にとって課題や希望とは何であるの
かについて、彼らの語りを通して理解することを目的としている。 
 
２． 調査実習概要 
２－１．調査実習スケジュール 
≪8月1日（土）≫ 
 13時～14時 山元町中央公民館訪問 
        森憲一教育長から山元町の被災状況の説明 
 14時～15時 坂元区新市街地造成現場見学 
        鴻池組技術者 永井氏からの説明 
 15時～17時 町内調査実習（１） 
        旧中浜小学校見学 
       高台から浜側被災地を概観 
 18時～20時 「土曜日の会」の定例会参加（普門寺） 
 
≪8月2日（日）≫ 
 10時～10時40分 「やまもと子どもも大人も遊び隊」参加（山元町中央公民館） 
 10時40分～12時20分 生涯学習課岩佐氏へのヒアリング調査（中央公民館）* 
                                                  
* 人間学群教育学類4年 
** ヒアリング調査は、調査の趣旨を伝えた上での非構造化面接の形式で 3回とも行った。 
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 12時20分～ 「やまもと子どもも大人も遊び隊」に再度参加 
 15時～17時 山元町青年倶楽部「翔」のメンバー３名へヒアリング調査（中央公民館） 
 17時～19時 町内調査実習（２） 
        みんなの図書館見学 
        花釜地区散策 
 19時～20時 山元町議会報告会参加（中央公民館） 
  
 ≪8月3日（月）≫ 
 10時～12時 山元町在住の高校生へヒアリング調査（中央公民館） 
 12時15分～ きみつ少年少女合唱団復興応援コンサート観覧 
 12時30分～13時 ＦＭりんごラジオからインタビューを受ける 
 
２－２．調査実習参加者 
 人間系教授             手打明敏 
 人間学群教育学類3年        滝見凌矢 
    同              田崎智也 
    同    4年        藤田悠佑 
 社会国際学群社会学類4年      村上美羽 
体育専門学群4年          羽田智香 
北海道大学教育学部4年             吉田紗紀 
人間総合科学研究科博士前期課程1年 丁甜甜 
 
３． 調査実習詳細 
３－１．山元町中央公民館（森憲一教育長） 
 はじめに、森教育長から山元町の現状についてお話しいただいた。人口減少や高齢化が山元
町を始めとする被災地域の課題であること、山元町で推進されているコンパクトシティ計画の
状況、被災後に全国から115名（山元町全職員の約40％）もの復旧専門の派遣職員が駆けつけ
てくれたことなどを確認した。 
 
３－２．坂元区新市街地造成現場（鴻池組永井氏） 
 山元町では復興に向けて、コンパクトシティ化が進められている。コンパクトシティとは、
駅や病院などを核として、その周辺に集落を集約化することで、コミュニティの活性化や行政
コストの効率化を図ろうとするものである。山元町では現在、新山下駅周辺地区、新坂元駅周
辺地区、宮城病院周辺地区の３地区で、コンパクトシティ化に向けた宅地造成が行われている。
私たちはその中の一つである坂元地区の新市街地を見学した。地盤整備は大詰めを迎えており、
− 41 −
 12時20分～ 「やまもと子どもも大人も遊び隊」に再度参加 
 15時～17時 山元町青年倶楽部「翔」のメンバー３名へヒアリング調査（中央公民館） 
 17時～19時 町内調査実習（２） 
        みんなの図書館見学 
        花釜地区散策 
 19時～20時 山元町議会報告会参加（中央公民館） 
  
 ≪8月3日（月）≫ 
 10時～12時 山元町在住の高校生へヒアリング調査（中央公民館） 
 12時15分～ きみつ少年少女合唱団復興応援コンサート観覧 
 12時30分～13時 ＦＭりんごラジオからインタビューを受ける 
 
２－２．調査実習参加者 
 人間系教授             手打明敏 
 人間学群教育学類3年        滝見凌矢 
    同              田崎智也 
    同    4年        藤田悠佑 
 社会国際学群社会学類4年      村上美羽 
体育専門学群4年          羽田智香 
北海道大学教育学部4年             吉田紗紀 
人間総合科学研究科博士前期課程1年 丁甜甜 
 
３． 調査実習詳細 
３－１．山元町中央公民館（森憲一教育長） 
 はじめに、森教育長から山元町の現状についてお話しいただいた。人口減少や高齢化が山元
町を始めとする被災地域の課題であること、山元町で推進されているコンパクトシティ計画の
状況、被災後に全国から115名（山元町全職員の約40％）もの復旧専門の派遣職員が駆けつけ
てくれたことなどを確認した。 
 
３－２．坂元区新市街地造成現場（鴻池組永井氏） 
 山元町では復興に向けて、コンパクトシティ化が進められている。コンパクトシティとは、
駅や病院などを核として、その周辺に集落を集約化することで、コミュニティの活性化や行政
コストの効率化を図ろうとするものである。山元町では現在、新山下駅周辺地区、新坂元駅周
辺地区、宮城病院周辺地区の３地区で、コンパクトシティ化に向けた宅地造成が行われている。
私たちはその中の一つである坂元地区の新市街地を見学した。地盤整備は大詰めを迎えており、
徐々に住宅の建築が始まっていた。しかしながら、駅周辺の商業施設用地はそのほとんどで利
用未定地であり、今後の商業施設の誘致が課題となっている。 
 
３－３．町内調査実習（１） 
 森教育長とともに、旧中浜小学校を見学し
た。旧中浜小学校は海のすぐそばに立つ小学
校であり、その遺構は津波の被害を如実に物
語っている。現在、震災遺構として残すべき
かどうかを検討しているとのことであった。
議論においては、多額の維持費用がかかる点
や、保存するにしても手を加えずに風化する
に任せるべきという案などがあるという。
震災時に児童や教師、保護者などが避難した
屋上にも上り、仮設トイレ跡などの説明を受
け、当時の緊迫した様子が感じられた。 
 その後、磯浜などの高台から浜側の被災状
況を確認した。宮城県沿岸をつなぐ護岸工事
が進んでおり、高い防波堤が浜辺を覆い尽く
すように建設されており、なおも工事が進め
られていた。 
 
 
 
３－４．土曜日の会 
 普門寺で開催されている「土曜日の会」の会合に参加させていただいた。土曜日の会とは、
毎週土曜日18時に山元町のお寺、普門寺に集まり山元町の復興のために情報収集・勉強しなが
ら意見交換をしている住民組織である。会合では、土曜日の会が実施した住民アンケートの結
果をどのようにまとめ、行政へ提出するかについてが話し合われていた。「何を抽出するか」「ど
こに提出するか」といった方法について活発な議論がなされていた。また、ニュータウンやみ
なし仮設といった山元町の現状についても共有がなされていた。 
 
３－５．やまもと子どもも大人もみんなで遊び隊 
 「やまもと子どもも大人もみんなで遊び隊」は、「家庭・地域・学校が協働して子どもを育て
る協働教育の場として『子どもたちにいろいろな経験をさせたい、遊ばせたい。大人だってい
いとこ見せたい、遊びたい。』」をコンセプトに山元町中央公民館で開催される、地域のお祭り
図1 建設中の坂元新市街地 
図2 旧中浜小学校の屋上から 
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である。主な内容は、「地域住民（子どもから高齢者まで）と教職員によるボランティアが中心
になり、体験ブースや音楽発表のステージなどを企画運営」となっている。「子どもも大人もみ
んなで遊び隊実行委員会」が主催し、2003 年（平成 15 年度）に山元町教育委員会生涯学習課
の事業として開催され、現在は共催となっている。 
 私たちも参加し、子どもたちとともに出店の山元町の特産物を食したり、地元の方の指導の
下で切り絵や染め抜きなどの体験をしたりした。様々なミュージシャンや、静岡から来たピエ
ロなど、多くの人々の協力で開催され、子どもたちや若者の姿も多く見られ、非常ににぎわっ
ていた。 
 
３－６．ヒアリング調査（１）岩佐
氏 
 ヒアリング調査１回目は、山
元町生涯学習課社会教育主事
である岩佐勝氏に対して行っ
た。岩佐氏からは山元町民の被
災意識や、自身の活動、山元町
における社会教育分野の取り
組みについて伺うことができ
た。また、齊藤生涯学習課長も
途中加わられて、詳   
しい被災状況などを説明いただいた。岩佐氏は校長職を退いた後に現在の職に臨時的に採用
されており、現状１名かつ今後新たな社会教育主事が見つからないといった、山元町が抱える
社会教育分野の人材不足といった問題が明らかとなった。 
 
３－７．ヒアリング調査（２）山元町青年倶楽部「翔」 
 続いて、山元町の青年倶楽部「翔」のメンバー３名へとヒアリング調査を行った。「翔」とは、
山元町の青年団体であり、町のジュニアリーダー（小学生のキャンプを企画・引率する高校生
のボランティアグループ）のＯＢ・ＯＧ会として、30年ほど前から組織されてきた。時代によ
って活動内容も様々であり、かつては演劇や青年海外協力隊などに取り組んでいた時期もあっ
たが、近年では地元の仲間で集まり、屋台を出すなどの活動になっていた。しかし、震災を機
に若者の力を活かそうという思いが高まり、山元町に関わる若者を広くメンバーとして募集し
たり、ワークショップを開催するなどして、町へと還元できるような活動を目指している。現
在メンバーは15名で、その内５名がジュニアリーダー外の若者である。 
ヒアリング調査に協力して下さった３名の方の内、２名は山元町出身で、町のジュニアリー
ダーを経て「翔」へと加入しており、現在も山元町あるいは隣町で働いている男性であった。
図3 やまもと子どもも大人もみんなで遊び隊 
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である。主な内容は、「地域住民（子どもから高齢者まで）と教職員によるボランティアが中心
になり、体験ブースや音楽発表のステージなどを企画運営」となっている。「子どもも大人もみ
んなで遊び隊実行委員会」が主催し、2003 年（平成 15 年度）に山元町教育委員会生涯学習課
の事業として開催され、現在は共催となっている。 
 私たちも参加し、子どもたちとともに出店の山元町の特産物を食したり、地元の方の指導の
下で切り絵や染め抜きなどの体験をしたりした。様々なミュージシャンや、静岡から来たピエ
ロなど、多くの人々の協力で開催され、子どもたちや若者の姿も多く見られ、非常ににぎわっ
ていた。 
 
３－６．ヒアリング調査（１）岩佐
氏 
 ヒアリング調査１回目は、山
元町生涯学習課社会教育主事
である岩佐勝氏に対して行っ
た。岩佐氏からは山元町民の被
災意識や、自身の活動、山元町
における社会教育分野の取り
組みについて伺うことができ
た。また、齊藤生涯学習課長も
途中加わられて、詳   
しい被災状況などを説明いただいた。岩佐氏は校長職を退いた後に現在の職に臨時的に採用
されており、現状１名かつ今後新たな社会教育主事が見つからないといった、山元町が抱える
社会教育分野の人材不足といった問題が明らかとなった。 
 
３－７．ヒアリング調査（２）山元町青年倶楽部「翔」 
 続いて、山元町の青年倶楽部「翔」のメンバー３名へとヒアリング調査を行った。「翔」とは、
山元町の青年団体であり、町のジュニアリーダー（小学生のキャンプを企画・引率する高校生
のボランティアグループ）のＯＢ・ＯＧ会として、30年ほど前から組織されてきた。時代によ
って活動内容も様々であり、かつては演劇や青年海外協力隊などに取り組んでいた時期もあっ
たが、近年では地元の仲間で集まり、屋台を出すなどの活動になっていた。しかし、震災を機
に若者の力を活かそうという思いが高まり、山元町に関わる若者を広くメンバーとして募集し
たり、ワークショップを開催するなどして、町へと還元できるような活動を目指している。現
在メンバーは15名で、その内５名がジュニアリーダー外の若者である。 
ヒアリング調査に協力して下さった３名の方の内、２名は山元町出身で、町のジュニアリー
ダーを経て「翔」へと加入しており、現在も山元町あるいは隣町で働いている男性であった。
図3 やまもと子どもも大人もみんなで遊び隊 
そしてもう１人は、埼玉県出身であり、震災後のボランティア活動を通じて山元町と関わりを
持ち、会社を辞めて山元町へ移住し、現在農業を営んでいるという男性であった。調査では「翔」
という団体の活動や意識を始めとして、若者から見た山元町のコミュニティの現状、若者の意
識、町の課題などについて聞くことができた。 
 
３－８．町内調査実習（２） 
 ２日目は、「みんなの図書館」を見学した。「みんなのとしょかん」は、災害によってコミュ
ニティの維持・再生が困難になった地域、過疎化の進む地域に私設の図書館を設置することに
よって、コミュニティの醸成を促すことを目的としている全国的なプロジェクトである。私た
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た。今回協力していただいたのは、山元町在住で仙台市にある高校へと通っている男子高校生
の方１名である。彼からは、震災当時の様子や現在の山元町の高校生の様子、自身の将来の夢
や山元町についての課題や良さなどについての話をうかがうことができた。現在ジュニアリー
―として山元町の様々なイベント運営・企画などに携わっている彼は、しっかりと町のことを
見つめ、今後の自分に思いを馳せている様子が印象的であった。 
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４． おわりに 
 私自身、今回で３度目となる山元町調査実習であったが、来るたびに新たな発見がある。た
とえば、みんなの図書館の館長の菊池氏と一緒に山元町花釜地区を散策したとき、津波で土台
がずれている家などこれまでは知らなかった震災の爪痕を知ることができた。また、そこに生
きる人々の想いまでもが、館長さんの語りからは伝わってきた。また、２日目の朝には、山元
地区の新市街地まで自転車で行ってみた。山元新市街地も坂元区同様、コンパクトシティ化が
進められている地域であり、こちらは多くの住居が立ち並び、すでに多くの人が暮らしている。
町並を歩き、地域の人々とともにラジオ体操に参加する中で、確かに人が生き、根づきはじめ
ているのだ、という実感は得たものの、画一的に整備された家々や道路は、どこか機械的でも
の悲しさも感じさせた。 
 このような散策を通して感じた人々の生活に加え、本調査実習のテーマである若者たちへの
ヒアリング調査からは、非常に多くのことを学ぶことができた。青年倶楽部「翔」のメンバー
へのヒアリング調査では、まず「翔」という組織の緩やかなつながりに驚いた。先述したよう
に、近年の「翔」は、山元町へと何らかの還元をしようという試みを行っているが、必ずしも
それが「翔」の目的ではないという。「翔」のメンバーは、それぞれが自己の目的に適った「翔」
の活動に参加するのみであり、山元町のため、というよりは楽しそうだから参加し、結果的に
山元町のためになっている、というスタンスのメンバーが多いという。しかし、そのような目
的を明確にしない組織だからこそ、多くの人々に門戸を開くことができ、それが「翔」の強み
でもあるとメンバーは感じているようであった。また、ヒアリング調査に協力いただいたメン
バーの内１名は移住者（以下、Ａ氏）であり、Ａ氏の語りは非常に示唆的であった。まず、山
元町は個々が狭いコミュニティの中で完結してしまっており、町内においても他のコミュニテ
ィとの接触があまりない、ということは多くのメンバーが実感していることであった。その状
況に置いてＡ氏は、自らの役割を新参者として多くのコミュニティに出入りし、そのコミュニ
ティ間をつなげることに見出していた。このような既存のコミュニティ、規範に縛られない柔
軟に移動できる人物は、ともすれば閉塞的で硬直的なコミュニティになりがちな地方にとって、
重要な役割を担うと言えるだろう。Ａ氏は、新規就農者としての自身についても、これからの
若者のロールモデルになれればといきいきと話していた。私たちは調査実習前、被災地の若者
の調査としてテーマや質問を考えていた際、Ａ氏のような人物をほとんど想定できていなかっ
た。しかし、確かに被災地に暮らす若者はその土地が地元である若者だけではない。その町で
暮らしたい、その町のために働きたい、といった強い思いで移住してくる若者もいるのである。
今後の地方を考えていくうえで、彼らのような新しいインパクトを伴って移住してくる若者た
ちとどのように地域は手を携えていけるのか、その在り方を考えていくことは重要であるだろ
う。 
 また、山元町に暮らす高校生（以下、Ｂ氏）の語りも非常に興味深かった。Ｂ氏は震災の経
験から将来の進路を考えており、市政にも関わっていくようになっていったという。また、Ｂ
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重要な役割を担うと言えるだろう。Ａ氏は、新規就農者としての自身についても、これからの
若者のロールモデルになれればといきいきと話していた。私たちは調査実習前、被災地の若者
の調査としてテーマや質問を考えていた際、Ａ氏のような人物をほとんど想定できていなかっ
た。しかし、確かに被災地に暮らす若者はその土地が地元である若者だけではない。その町で
暮らしたい、その町のために働きたい、といった強い思いで移住してくる若者もいるのである。
今後の地方を考えていくうえで、彼らのような新しいインパクトを伴って移住してくる若者た
ちとどのように地域は手を携えていけるのか、その在り方を考えていくことは重要であるだろ
う。 
 また、山元町に暮らす高校生（以下、Ｂ氏）の語りも非常に興味深かった。Ｂ氏は震災の経
験から将来の進路を考えており、市政にも関わっていくようになっていったという。また、Ｂ
氏は私たちも参加していた「やまもと子どもも大人もみんなで遊び隊」に携わっており、その
活動の中で震災を経てあまり笑うことのできていなかった子どもたちの笑顔を見れたことがと
ても嬉しいと語っていた。昨年度に山元町の中学生へヒアリング調査をしたときに感じた、町
の身近な人のために貢献したい、という思いが高校生のＢ氏の語りからはさらに洗練され、具
体的な活動をともないながら考えられているということを強く感じた。また、Ｂ氏は山元町に
ついてここが好きというものはなく、ここで育ったという思い出、時間が好きなのだと語って
くれた。地元のためになりたい、帰ってきたいというような若者意識の背景には、このような
具体的ななにかではない「過ごした時間」というものが大きな影響を与えていると言えるかも
しれない。 
 毎年訪れる度に、店や家が増えていたり、堤防が完成に近づいていたりと、新しい姿になっ
ている山元町。その復興の様子をこれからも継続して見つめ続けるとともに、そこに暮らす人々
の想いを感じながら、調査実習を引き続き行っていければと思う。 
最後に、今回の調査実習においても大いにご助力いただいた田代先生はじめ、山元町の多く
の方々と、ヒアリング調査にご協力いただいた５名の方々へと御礼を申し上げたい。本当にあ
りがとうございました。 
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